
　

県
立
飯
高
特
別
支
援
学
校

か
ら
多
古
方
面
に
県
道
16
号

線
を
進
む
と
、
金
原
新
田
集

落
入
口
の
左
側
に
林
と
畑

が
あ
り
、
そ
の
周
辺
が
「
六ろ

く

万ま
ん

部ぶ

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

林
の
中
に
は
「
六
万
部
塚
」

と
言
わ
れ
る
古
墳
が
あ
り
、

地
名
を
伝
え
る
石
塔
が
建
っ

て
い
ま
す
。

　

卵
型
の
墓
石
に
は「
妙み

ょ
う

経き
ょ
う

六
万
部　

日に
ち

賢け
ん

」
と
刻
ま
れ
、

こ
れ
が
由
来
に
な
っ
て
い
ま

す
。
他
に
刻
ま
れ
た
文
字
を

少
し
詳
し
く
見
る
と
、
こ
の

墓
石
が
建
て
ら
れ
た
の
は
１

７
３
２
（
享
保
17
）
年
２
月

24
日
で
、
日に

っ

晋し
ん

が
「
遺
望
に

よ
っ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
ら
も
２
万
部
の
お
経
（
法

華
経
）
を
唱
え
た
の
を
機
に
、

師
に
当
た
る
と
み
ら
れ
る
日

賢
の
供
養
塔
を
建
て
た
の
で

し
ょ
う
。
本
コ
ー
ナ
ー
の
今

年
２
月
号
「
御
塚
講　

吉
田

を
歩
く
」
で
紹
介
し
た
供
養

六
万
部
塚

金
原
新
田
を
歩
く

匝瑳探訪

┟
よ
か
っ
ぺ
┠

市政　窓

150

の

た
し
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

マ
ン
ド
リ
ニ
ス
ト
の
ド
イ

ツ
人
・
ヴ
ァ
イ
ホ
ー
フ
ェ

ン
さ
ん
が
日
本
な
ら
で
は

の
静
寂
な
檀
林
の
雰
囲
気

や
観
客
か
ら
送
ら
れ
る
賛

辞
の
拍
手
に
感
動
し
涙
す

る
場
面
も
あ
り
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
社
大
神
・
十

二
所
神
社
・
水
神
社
の
祭

礼
、
ヨ
イ
ト
コ
下
富
谷
ま

つ
り
、
そ
し
て
始
球
式
で

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
は

届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

匝
瑳
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
も
激
励
参
加
。

さ
ら
に
は
、
駅
か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
の
八
社
参
り
に
も

挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。

　

好
天
の
極
め
付
け
は
、

最
高
の
秋
日
和
の
中
で

「
第
40
回
よ
か
っ
ぺ
祭
り
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
思
え
ば
40
年

前
、
こ
の
よ
う
な
市
民
参

加
の
お
祭
り
を
立
ち
上
げ

　

台
風
や
降
雨

に
よ
り
総
合
防

災
訓
練
が
中
止

に
な
る
な
ど
、

野
外
行
事
に
苦

慮
し
た
９
月
で

し
た
が
、芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
と
言
わ

れ
る
10
月
の
行

事
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
充
実
感

あ
ふ
れ
る
月
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
仲
間

に
入
れ
て
い
た
だ
き
参
加

し
た
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
や

市
民
体
育
大
会
開
会
式
。

さ
ら
に
、
飯
高
檀
林
コ
ン

サ
ー
ト
は
最
高
の
気
候
の

中
で
、
地
元
・
匝
瑳
市
出

身
で
ド
イ
ツ
を
中
心
に
世

界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の
永
井
千
恵

さ
ん
が
、
ド
イ
ツ
で
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
ト

と
共
に
来
日
い
た
だ
き
、

境
内
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
観
衆
を
大
い
に
魅
了
い

る
こ
と
は
当
時
の
八
日
市

場
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

の
大
き
な
事
業
目
標
で
あ

り
、
私
も
Ｊ
Ｃ
理
事
長
と

し
て
実
行
委
員
会
に
参
画

し
、
企
画
時
の
苦
労
や
寄

付
金
集
め
に
奔
走
し
た
想

い
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
祭
り
の
名

前
を
決
め
る
命
名
会
議
が

行
き
詰
ま
っ
た
時
、
私
の

発
し
た
「
名
前
な
ん
か
ど

う
で
も
よ
か
っ
ぺ
」
と
の

言
葉
が
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て

「
よ
か
っ
ぺ
祭
り
」
と
決

定
さ
れ
、
今
年
で
40
回
を

迎
え
た
こ
と
に
大
き
な
感

慨
を
覚
え
ま
す
。「
た
る

み
こ
し
」
を
先
頭
に
市
民

手
作
り
の
祭
り
が
、
さ
ら

に
50
回
、
１
０
０
回
と
続

き
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
祭
り
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

同
日
に
新
し
い
市
議
会

議
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

共
々
に
気
力
・
体
力
を
充

実
し
、
市
政
運
営
に
邁ま

い

進し
ん

し
ま
す
。

塔
と
つ
な
が
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
墓
石
に
は
次
の
よ
う

な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

金
原
新
田
集
落
は
江
戸
時

代
、
幕
府
か
ら
禁
止
さ
れ
て

い
た
日
蓮
宗
不ふ

受じ
ゅ

不ふ

施せ

派は

の

信
仰
活
動
拠
点
で
し
た
。
指

導
僧
と
信
仰
農
民
が
集
ま
り

活
動
を
し
た
金
原
新
田
庵
跡

も
あ
り
、
現
在
10
余
基
の
墓

石
が
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。
明
治
に
な
り
、
不
受
不

施
派
は
再
興
し
活
動
が
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
後

期
に
は
僧
侶
の
墓
石
を
土
中

に
埋
め
て
ま
で
し
て
信
仰
活

動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

再
興
後
、
墓
石
を
掘
り

出
し
建
て
直
し
た
と
伝

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
六

万
部
塚
の
供
養
塔
も
そ

の
時
ま
つ
ら
れ
た
と
伝

わ
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
こ
う
し
た

隠
れ
た
史
跡
が
何
か
所

か
あ
り
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委

員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

No.92

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

六万部塚の石塔
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俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

堰
三
更
真
昼
の
如
し
鴨
来
る 

最
上　
　

峻

刈
干
切
唄
尺
八
激
す
出
棺
前 

椿　
　

和
枝

秋
麗
脱
皮
の
羽
の
い
ま
ひ
ら
く 

大
川　

宜
子

雨
音
の
絶
え
て
虫
の
音
高
く
な
り 

安
藤　

建
子

も
ち
米
は
四
合
と
ぎ
し
秋
彼
岸 

椎
名　

晴
江

 

川
口 

城
司 

推
薦

雨
が
ち
の
一
日
や
良
夜
賜
り
ぬ 

伊
藤　

定
子

秋
の
夕
道
の
真
中
に
子
猫
か
な 

石
田　
　

健

極
早
生
の
み
か
ん
が
美
味
し
い
お
彼
岸
に 

土
屋
美
奈
子

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

境
内
が
ス
マ
ホ
に
埋
ま
る
宮
参
り 

江
波
戸
京
子

縁
起
良
い
数
字
目
出
度
い
七
五
三 

常
世
田
や
す
子

エ
イ
ヤ
ッ
ト
孫
に
は
刀
千
歳
飴 

鵜
澤　

澄
子

七
五
三
祖
母
の
へ
そ
く
り
全
部
消
え 

林　

サ
ダ
子

親
の
意
地
借
金
し
て
も
七
五
三 

佐
久
間
美
智
子

神
前
に
成
長
願
う
親
子
連
れ 

鈴
木　

春
子

七
五
三
主
役
の
孫
が
大
欠
伸 

松
野　

敏
昭

 

川
口 

城
司 
推
薦

古
希
の
坂
背
負
い
な
が
ら
の
身
の
回
り 

及
川　

利
道

短
　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

鈴
虫
の
命
ふ
る
わ
せ
鳴
く
夜
半
に

　

病
床
の
兄
の
笑
顔
浮
か
び
ぬ 

木
下　

昌
子

ま
だ
夜
は
ひ
と
り
で
眠
れ
ぬ
小
二
の
孫

　

添
ひ
寝
し
て
や
る
爺
馬
鹿
な
れ
ば 

椎
名　

昭
雄

市
長
よ
り
米
寿
の
祝
い
届
き
た
り

　

床
の
間
に
飾
る
夫
の
背
丸
し 
川
手　
　

芳

松
虫
と
名
の
付
く
古
寺
を
訪
ね
来
て

　

案
内
の
声
も
霧
雨
包
む 

依
知
川
雅
一

束
の
間
の
賑
わ
い
楽
し
秋
彼
岸

　

鶏
頭
供
え
皆
で
合
掌 

大
木　

洋
一

健
診
に
勇
ん
で
出
掛
け
帰
る
と
き

　

受
付
に
よ
り
数
値
気
掛
る 

小
川　

一
夫

八
十
路
過
ぎ
冥
土
の
土
産
に
本
上
梓

　

孫
は
手
書
き
の
直
木
賞
呉
れ
る 

日
色　

輝
男

 

川
口 

城
司 

推
薦

植
ゑ
し
父
逝
き
て
五
十
年
か
ジ
ン
ジ
ャ
ー
の

　

香
の
清
々
と
さ
庭
を
彩
ふ 

小
川　

知
至

球
根
と
落
葉
埋
め
た
る
伽
羅
の
蔭

　

二
本
芽
の
出
て
彼
岸
花
咲
く 

大
木　

政
子

掘
り
た
て
の「
紅
あ
づ
ま
」を
ば
蒸
し
た
れ
ば

　

皮
目
ぱ
っ
か
り
ほ
く
ほ
く
旨
し 

伊
橋　

良
子

逝
き
て
早
や
十
年
の
母
に
供
へ
た
る

　

バ
ナ
ナ
の
黒
点
増
し
つ
つ
匂
ふ 

稲
葉　

雪
子

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

　
　
　
　

☎

　
　
　
　

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

力
作
募
集
中

文
芸
コ
ー
ナ
ー

図書館だより

　10月27日（土）から11月９日（金）
までは「読書週間」です。第72回と
なる今年の標語は「ホッと一息、本
と一息」。11日（日）まで、一般書・
雑誌に限り何冊でも貸し出します。
図書館でホッとしませんか。

　普段は見られない書庫を公開しま
す。参加者には記念日の新聞を見る
ことができる特典などもあります。
日時…11月15日（木）10時～11時
対象…一般　定員…当日先着20人

ホッと一息

書庫見学会

★八日市場図書館
　毎週土曜日14時から約30分間
★のさか図書館
　第４土曜日10時30分から約30分間
《冬のおはなしを楽しむ会》
　大型絵本やパネルシアターなどで、
楽しく過ごしましょう。
日時…12月１日（土）14時から約45
分間　場所…八日市場公民館１階第
１講座室　対象…１人で静かにお話
を聞くことができる４歳から小学校
３年生くらいまでの児童
※各イベントの参加は無料です。

10月のおはなし会

●休館日…１日（木）・毎週月曜日　●祝日開館日…３日（土）・23日（金）９時～17時
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

『リアルサイズ古生物図鑑　古生代編』
 土屋健／著　技術評論社

　皆さんは、古生物の大きさをイ
メージできますか。アノマロカリス
はサバと同じくらい、ネクトカリス
の握り寿司、ヴェトゥリコラのホチ
キスなど、身近なものと楽しく比べ
られます。

『世界を変えた100の化石』
 ポール・Ｄ．テイラー、アーロン・オデ
ア／著　真鍋真／監修　的場知之／訳　
エクスナレッジ

　大英自然史博物館とアメリカのス
ミソニアン博物館所蔵の標本から、
化石100点を美しい写真とともに解
説。サメのふんや火山灰に埋もれた
足跡も見ることができます。

本本おすすめのおすすめの
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